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東京に住み続けるための
具体的な提案
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＜東京に住み続けたい方のための提案＞

■ニーズをきちんとつかむ
❑ 高齢者住宅情報センターでの相談と生活設計

■具体的に事業を推進する組織体制
❑ 民間の活用をして、連絡協議会を発足する

■住まいの確保
❑ 空家や空き地の活用、大学用地の活用

■地域包括ケアの構築
❑ 官民連携、医療連携、同業者連携を進める

■人材の確報
❑ 高齢者・障害者、ニート、外国人の活用、職場の改善



相談

学習
交流

●入居相談
●生活設計
●介護相談
●いきがい
●遺言
●その他

●勉強会
高齢者住宅について
介護のあり方
ふるさと暮らし
成年後見制度 他

●セミナー、フォーラム
●その他

●情報交換
●懇親会
●見学会
●その他
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ニーズをきちんとつかむ ＜相談・生活設計～高齢者住宅情報センター＞
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会員事業者

東京都
福祉保健局・
都市整備局・
など

福祉先進都市・
東京の実現に
向けた地域包括
ケアシステムの
在り方検討会議

事業主体

自治体

研究機関など

相談

制度支援
国（省庁）

助成

企画提案 支援 地域プロデューサー

東京都版
事業化連絡協議会

専門家

NPO

金融機関

教育機関

地域の事業者

地域住民

医療機関 など

具体的な事業化 ＜東京都版事業化連絡協議会＞の提案



既存団地

空室の内装を改修

↓

サービス付高齢者向け住宅へ登録

店舗 店舗 店舗 店舗事務所

近接の建物内（店舗等）を改修

↓

サービス付高齢者向け住宅の事務所

生活支援サービス提供スタッフ常駐

① 既存空室を改修し、サービス付き高齢者向け住宅を整備

② 近接の建物内に、スタッフ常駐事務所（フロント）を整備

住まいの確保 ＜団地に点在した空室の活用＞
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拠点施設

（病院・クリニック・在宅医療・看護、

在宅介護・グループホーム、など）

サテライト施設

（高齢者住宅、小規模多機能）

近隣・既存団地

子育て世帯

仕事・趣味活動参加・食事利用

（会員は宿泊利用・住み替え）

在宅介護サービス利用

仕事・訪問・託児・食事利用

＜コミュニティ研究会＞

・地域情報の収集

・ニーズが集まる

・賛同者が集まる

・人材の育成

・セミナー開催

・イベント企画開催

・ボランティアの育成、組織化

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ創出

・生きがい創出

緊急対応

入院時等対応等

地域資源の活用と連携・ネットワークを構築することによって、市民参加型のまちづくり、

住環境整備を推進していく。

近隣・既存団地

高齢者世帯

地域プロデューサー
施設スタッフ 入居者

地域資源人材（主婦） 地域資源人材

（高齢者・リタイア世代）

見守り・相談講師派遣

NPO・ボランティア等医療・介護・看護・その他専門機関

地域包括ケアの構築 ＜24時間365日の地域包括ケア＞
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自立時自立時 虚弱時虚弱時 要介護時要介護時 完成期完成期

多目的室
ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｶﾌｪ

居宅介護支援 訪問介護
小規模多機能
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ
定期巡回

訪問看護 クリニック
ﾌﾛﾝﾄｽﾀｯﾌ
助け合いの会

・今まで通りの自由な生活
・ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾌｪの利用で自由
な時間を確保。

・日中の緊急時は顔なじ
みのスタッフが対応。

・入院しても手続きや、
お見舞い対応で安心。

・ライフプランに沿っ
たケア計画を作成。

・食事、清掃などの生
活支援サービス。

・病院の付き添いや、
生活相談。

・緊急時は連携し、24
時間365日の体制。

・在宅介護事業所や医
療機関と連携し、対応。

・訪問、通いによる食
事、入浴などの生活
支援サービス利用。

・ライフプランに沿った
看取りの体制。

・夜間も医師と連携し
対応。

・医療行為が必要に
なっても安心。

自立の時から看取りまでの連続的・継続的ケアが受けられる体制
を整えます。

地域の社会資源活用と連携
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地域包括ケアの構築＜元気な時からターミナルまで＞
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事業推進によって
もたらされる効果



もたらされる効果

� 特養をつくらずに待機者を減らせる

� 低価格の住まいの提供

� 健康促進・介護予防

� 医療・介護保険費用の低減

� 住みたい地域に住み続けられる

� ケアの人材活用

� 部門間での横串の連携

� 事業者の経営の安定化 など
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事業化に欠かせない要素



1. 地域プロデューサー

2. マーケティング・商品開発
1. 高齢者住宅情報センター

2. 参加型の取り組み

3. 地域包括ケアシステムの構築

4. 営業、入居募集
1. 高齢者住宅情報センター

5. コミュニティファンド

6. 介護保険に頼らない経営

7. 運営の質の維持
12

事業化に欠かせない要素



地域プロデューサー

地域住民地域住民

企業

自治体 NPO

ボランティアボランティア

医療機関医療機関

その他

教育機関教育機関様々な組織、個人と連携し、「参加型」で
地域の問題解決を図り、地域の力をアップ
させる。

地域力のUP！

・イメージを提案し、方向性を示していく。

・ニーズを把握し、専門家の能力を活用し、

問題解決に導く。

・夢とそろばんのバランスをとる。

・住民も問題解決できる力を持てるように

主体性を育む。

地域にある「ひと・もの・かね」などの資源をつないで、未来図を描き、
自らリーダーとなって地域をデザインしていく、地域づくりのスペシャリスト。
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事業化に欠かせない要素＜地域プロデューサー＞



左：プランの段階から土地見学会を開催
し、暮らし方をイメージ

左下：地域を歩き、地域を知るイベント

下：コンセプトや間取りの特徴を学ぶ設計
勉強会
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事業化に欠かせない要素＜マーケティング・商品開発～参加型の取り組み＞



相談

学習
交流

●入居相談
●生活設計
●介護相談
●いきがい
●遺言
●その他

●勉強会
高齢者住宅について
介護のあり方
ふるさと暮らし
成年後見制度 他

●セミナー、フォーラム
●その他

●情報交換
●懇親会
●見学会
●その他
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事業化に欠かせない要素＜マーケティング・商品開発～高齢者住宅情報センター＞
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事業化にあたっての課題



事業化推進にあたっての課題
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①老人福祉
法

・同一事業者、同一建物内で住宅型有料老人ホームとデイサービスを運営するとき、リビングを共用する
ことができない。

・建築基準法上の住宅であっても老人福祉法上は施設という解釈をされる。自治体単位ではなく都として
の判断の提示を求めたい。

②用途地域
等の建築確
認や都市計
画法

・一団地認定の申請には土地と建物の所有者が同一でないといけない。

・UR団地に代表される86条の問題。分譲街区と一体の団地も多数あり、空き地の有効活用が困難。広大
な敷地に一か所でも違法建築物があると、活用を認めてもらうまで時間がかかる。未利用地の活用を積極
的に進めるため柔軟な対応を求めたい。

③サ高住

・分散型サ付きをする際に、有料老人ホームとなるとスプリンクラーを団地全体へ設置する必要が出てくる
（面積上）。

・新耐震でないとサ高住補助金を受けられない。そのため旧耐震の建物の活用ができない。

・建築基準法上の住宅であっても老人福祉法上は施設という解釈をされる。自治体単位ではなく都として
の判断を求めたい。

・共用スペースはサ高住の一部と見做し、そこに過ごしていても、介護保険は適用される。

・戸籍上の夫婦しか入居者になれない、籍を入れないカップルも入居者として認めてほしい。連帯保証人
（身元引受人）をそれぞれに付けるなど条件を調えれば問題はないように思える。

④移送

・運輸局の扱い。辺鄙な過疎地域での移動手段として通院や緊急時の移送さえも、ガソリン代と同等の料
金とわずかな手数料を頂いただけで白タク扱いになる。過疎地の移動手段は重要。特に高齢者、障がい
者の移動に関し、適応外として頂きたい。

・行政区をまたいで、公の交通機関がいききできるとよい。今は、県を超えることができない。

・交通機関事業を行っている会社のやらないところ、やれないところを明らかにさせて、他は、NPOや自主
グループにまかせることを提案する。
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④介護保険

・地域密着型サービスは市町村を超えてサービスの提供ができず、市境での地域密着型の進出が困難。

・住所地特例の方が、住み替えた先の住所地の健康診断（特定健診）を受ける権利がない。わざわざ旧住
所地へ行かなくても、現住所地域で受診できるようにしてほしい。

・ボランティアをするとその分がポイントとして積み上げられ、自分が介護保険をサービスを利用する時、そ
のポイントが利用できる制度が拡がっているが、住所地特例の方は、そのボランティアポイント制を利用で
きない。市町村同士で取り決めして利用できるようにしてほしい。

・保険外のショートステイを利用している時、普段慣れた訪問介護やデイサービスが利用できないのは非
常に不便である。自宅に一人でいることが難しくなってやむを得ず利用するショートステイであり、自宅に
準ずるところとして柔軟に認めてほしい。在宅生活を送ることを目標にしている事業所でありながらも、介
護保険の訪問系サービス、往診が認められていない現状がある。

・介護報酬の軽度・重度の考え方の見直し。認知症の状態よりも身体的介護が必要な人は重度とみなさ
れる傾向がある。実際は認知症の人の方がスタッフが手厚く必要なのが現状。小規模多機能は認知症に
特化しているため人員配置と介護報酬のバランスが難しい。

・介護保険がさがるところをモデル指定し補助があるといい。そうでないと、介護度により介護報酬が決
まっており、介護度が軽度にすることの貢献をしても介護報酬は減り事業所は苦しくなるという悪循環。

⑥その他

・空家活用。UR賃貸住宅等公的住宅では、基本的に住宅以外の使用が困難。旅館業組合等に民業圧迫
と言われることもあるが、短期滞在、観光向けに住戸の開放を行えるようにしたい。

・区分所有法の分譲団地の増改築の緩和。分譲団地は住民の合意形成の割合により増改築が行えない
状況。例えば、１０棟の内2棟誰も住んでいない場合、２棟にEVをつけようとしても住民合意がなければ着
手出来ない状況。

・介護保険に登録を受けていない人の対応のために介護保険外の有料ショートステイを設けた場合に、旅
館業法上の取り扱いを受けると困る。中沢は多摩市の理解があるためグレーだが適用は受けていない。

・閉校になった学校の跡地を活用するに際に補助金を受けて学校が建てられている場合は償却期間が過
ぎるまでは学校として活用しなくてはいけない。高齢者住宅への転用を可能としてほしい。高齢者住宅に
かかわらず、住宅転用を可能としてほしい。学校敷地内に高齢者住宅・他住宅建設を可能としてほしい。

事業化推進にあたっての課題



実践事例の紹介
（空き家活用と地域包括ケア）
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� 空き家活用の推進

� ゆいま～る多摩平の森（日野市）

� ゆいま～る高島平（板橋区）

� 世田谷での企画

� 八王子での企画

� 地域包括ケアの促進

� ゆいま～る中沢・聖ケ丘（多摩市）

� ゆいま～る高島平での企画（板橋区）

� 世田谷での企画

20

東京に住み続けるために ～事業化の実践事例～
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ゆいま～る多摩平の森（日野市） ＜空き家活用事例＞

所在地 東京都日野市多摩平3丁目1-6

敷地面積 4,625.69㎡

建築面積 1,431.82㎡

構造規模 鉄筋コンクリート造 壱番館・弐番館4階
建

総戸数 63戸 （サービス付き高齢者向け住宅32戸）

（コミュニティハウス31戸）

住戸専有面積

間取り
42.31m²、1K～2K

開設 2011年10月

【主な特徴】

� 「ゆいま～る＋UR団地再生プロジェクト」と多世代が交流する暮らし
（団地型シェアハウス（１棟）、農園付き集合住宅（１棟）、高齢者住宅棟（２棟、食堂・小規模多機能併設））

� 地元協力医との連携

� 小規模多機能「ぐり～んはぁと」を併設（直営）

� 地域に開かれたゆいま～る食堂は「非営利市民事業BeすけっとCook」が運営

� 多目的室でコンサートやセミナーなど開催。書架も充実

※壱番館： コミュニティハウス、弐番館：サービス付高齢者向け住宅



団地型シェアハウス

りえんと多摩平

・若い社会人

・近隣に通う学生

東電不動産㈱

農園付集合住宅

AURA237多摩平の森

・アクティブシニア

・子育てカップル

たなべ物産㈱

ゆいま～る多摩平の森

・サービス付き高齢者向け住宅

・コミュニティハウス

㈱コミュニティネット

豊
田
駅
方
面

URルネッサンス計画：URの築50年の団地を民間事業者へスケルトン賃貸し、

民間事業者3社が内装改修から運営までを行うモデル事業。

ゆいま～る多摩平の森 ＜空き団地の1棟ごと活用＞
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築５０年のEVがない４階建の住棟に、EVと階段、廊下を新設。躯体いかし、内外装、設備を

リノベーション、ケアの施設とコミュニティの場を増築。地域のコニュニティの拠点を創造。

コミュニティハウス

小規模

多機能

型居宅

介護

小規模

多機能

型居宅

介護

外廊下・階段・EV２基外廊下・階段・EV２基

サービス付き高齢者向け住宅

外廊下・階段・EV２基外廊下・階段・EV２基

食堂
多目的室
食堂
多目的室
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ゆいま～る多摩平の森 ＜空き団地の1棟ごと活用＞



リノベーション後リノベーション前

食堂・多目的室 書架 居室内
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ゆいま～る多摩平の森 ＜空き団地の1棟ごと活用＞
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ゆいま～る高島平（板橋区） ＜空き家活用・地域包括ケア事例＞

所在地 東京都板橋区高島平2-26-2号棟内

敷地面積 5,059.42m²（ＵＲ賃貸住宅等含む）

建築面積 1,051.33m²（ＵＲ賃貸住宅等含む）

構造規模 鉄筋コンクリート造 １１階建て ＊耐震
改修済み

総戸数 30戸

住戸専有面積

間取り
42.34m²～43.51m²、１DK～１LDK

開設 2014年12月

【主な特徴】

� 既存団地の空室を活用した分散型のサービス付き高齢者向け住宅

� 店舗１つ改修し、スタッフ常駐管理室（フロント）を整備

� サービス付き高齢者向け住宅、団地住民へ生活支援サポート

� ＵＲより定期建物賃貸借契約（20年）のサブリース方式

※サービス付高齢者向け住宅



既存団地

空室の内装を改修

↓

サービス付高齢者向け住宅へ登録

店舗 店舗 店舗 店舗事務所

近接の建物内（店舗等）を改修

↓

サービス付高齢者向け住宅の事務所

生活支援サービス提供スタッフ常駐

① 26街区の既存空室30戸改修し、サービス付き高齢者向け住宅を整備

② 近接の建物内に、スタッフ常駐事務所（フロント）を整備

2‐26‐2号棟

ゆいま～る高島平 ＜団地に点在した空室の活用＞
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ゆいま～る高島平 ＜居室のリフォーム＞
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ゆいま～る高島平 ＜居室のリフォーム＞
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ゆいま～る高島平 ＜面で支える連携：地域包括ケア＞

高島平団地食堂
多目的室

団地住民
子育て世帯

ファミリー世帯
高齢者世帯

近隣団地・
民間マンション
戸建て住宅等

いたばしｺﾐｭﾆﾃｨｽﾍﾟｰｽ連絡会拠点
ディサービス

夜間対応型訪問介護

若者、子育て
家族の場所

スタジオ、アート展示用壁面、喫茶、食事、配食、集会所、
セミナー・イベント開催、体操教室、介護予防、認知症カフェ
サークル活動、子育て支援、相談コーナー
情報提供、誰もの居場所、総合事業

交流・ケアの場として機能

地域包括支援センター

地域包括ケアとの連携

総合相談支援、権利擁護
ケアマネジメント、在宅介護支援
介護予防支援・自立支援

高島平団地内も周辺も安心できるケアシステムの場所と

様々な人が楽しめるまちづくり

コミュニティ拠点
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現在の住居で最後まで暮らし続けられるために

連続的、継続的につながりを持てる場所を目的とする。

共同イベント多世代交流

商業振興 地域活性化新総合事業

幼稚園・保育園

商店街 板橋区板橋区

自治会、民生・児童委員

町会

自治会、民生・児童委員

町会

地域行事

居宅・介護事業所

団地・周辺住民

コミュニティカフェ

地域包括支援センター

コミュニティ拠点

介護連携

ボランティア

地域交流の場

板橋区医師会 医療連携

ゆいま～る高島平 ＜面で支える連携：地域包括ケア＞



31

小規模多

訪問介護デイサービス

高島平団地内

ＧＨ

定期巡回・随時訪問介護看護

ショートステイ

民生委員

連携

訪問看護 診療所

情報共有 連携

情報共有

・板橋区医師会病院

・健康文化会（小豆沢病院）

・高島平中央総合病院

団地外在宅介護

・ラポール高島平

・ジャパンケア徳丸

・ジャパンケア徳丸

・ジャパンケア徳丸

・ファミリアーレ四葉

介護向けサ付き

介護向け老人ホーム

・Ｃアミーユ

・やさしい手上板橋

・老健施設等

総合病院

・板橋区医師会在宅ケアセンター

・板橋区医師会高島平訪問看護ST(24時間）

・高島平診療所（24時間訪問看護）

・高島平ロイヤル訪問看護ST（24時間）

高島平介護センター悠々デイサービス

・
有料サービス

訪問介護

デイサービス

地域包括センター

・板橋区医師会

訪問歯科訪問リハビリ
勉強会

健診

・健康文化会（小豆沢病院）

・板橋区医師会高島平訪問看護ST(24時間）

送迎

診療所

・内田診療所

・工藤クリニック

・健康文化会（小豆沢病院） ・健康文化会（小豆沢病院）

・他、多数あり

ゆいま～る高島平 ＜面で支える連携：地域包括ケア＞



拠点施設

（両両・滞在、情報センター、在宅介護・保育他）

サテライト施設

（高齢者住宅、小規模多機能）

近隣・既存団地

子育て世帯

仕事・趣味活動参加・食事利用

（会員は宿泊利用・住み替え）

在宅介護サービス利用

仕事・訪問・託児・食事利用

＜コミュニティ研究会＞

・地域情報の収集

・ニーズが集まる

・賛同者が集まる

・人材の育成

・セミナー開催

・イベント企画開催

・ボランティアの育成、組織化

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ創出

・生きがい創出

緊急対応

入院時等対応等

地域資源の活用と連携・ネットワークを構築することによって、市民参加型のまちづくり、

住環境整備を推進していく。

近隣・既存団地

高齢者世帯

地域プロデューサー
施設スタッフ 入居者

地域資源人材（主婦） 地域資源人材

（高齢者・リタイア世代）

見守り・相談講師派遣

NPO・ボランティア等医療・介護・看護・その他専門機関

ゆいま～る聖ヶ丘・中沢（多摩市） ＜地域包括ケア事例＞

32
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既存団地

既存団地

既存団地

既存団地

空室活用等
小サテライト

空室活用等
小サテライト

空室活用等
小サテライト

利用

ゆいま～る中沢
拠点施設

病院に隣接・連携
医療・看護・介護の充実

短期滞在も可能

利用
利用

連携

連携

ゆいま～る聖ヶ丘
サテライト施設

（介護支援サービスが充実）

連携

利用

利用

利用
利用

連携

ゆいま～る聖ヶ丘・中沢 ＜拠点施設とサテライトの連携＞



医療機関

小規模多機能
訪問看護・介護・居宅

グループホーム

医療機関の隣接地に建設することによって、途切れの無い医療・看護・介護が提
供できる。また、療養病床の削減の影響で生まれている医療難民に対して、一時
療養・ｼｮｰﾄｽﾃｲと医療連携において対応することが可能となる。

さらに1階部分は外部開放機能を設置することで、介護、生きがい支援を実現し、
交流促進を行う。

隣接

連携

サービス付き高齢者住宅

サービス拠点施設

スタッフルーム
多目的・レストラン

有料ショートステイ
ゆいま～る倶楽部

外部開放型機能

ゆいま～る中沢 ＜拠点施設、医療・介護の連携＞

住宅型有料老人ホーム
（グループハウス）

34



ゆいま～る聖ヶ丘 ＜サテライト住戸・施設＞

敷地②

小規模多機能グループホーム

敷地① 敷地③

A棟

有料老人ホーム

グループハウス
多目的・ｺﾐｭﾆﾃｨ食堂

事務室

B棟
有料老人ホーム

C棟

有料老人ホーム

住宅型有料老人ホーム71戸 （３住棟 ４階建）

１F：食堂兼多目的室、 小規模多機能、グループホーム２ユニット

グループハウス（７戸/71戸）

２F：訪問介護事務所

住宅型有料老人ホーム＋ケアの施設
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多摩マイライフ包括支援協議会 ＜地域包括ケアのプラットホーム＞

36



課題： 空室が目立つ「７０㎡、３LDK、家賃約２０万円」
今ある制度の利用、ニーズへの対応、

地域の課題への対応による３つの提案

・シェアして、住みたいところに
安く住む（２案）

居室１

共用リビング

居室２ 居室３

・広々空間と安心のサービスで
世田谷ライフを堪能

世田谷区での試み ＜空き家活用、シェア型の暮らし＞
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70㎡・家賃20万円の３LDKの空室活用の３つの提案

②仕事生きがい型シェアハウス

（社宅一括借上制度活用）

●団地内に住み続けたい⇒高家賃がネック

シェアなら一人７万円の家賃で住める！

・５０年暮らしてきて今は一人住まいの高齢者：家賃支払い限
界！

・ 障がいのある娘が安心して暮らせる場を世田谷区に

（株）コミュニティネットのパートとして雇用する形で対応可能

条件：週１時間以上働く

対象：高齢者、障がい者、シングルマザー

①そのままで…
富裕層向け分散型サ高住

●東京２３区にサ高住をつくる会
のニーズ

山の手エリアの便利で閑静な住宅
街で、広めのサ高住に安心して暮ら
したい

対象：夫婦、シングル

38

世田谷区での試み ＜空き家活用、シェア型の暮らし＞



③UR×大学の連携「学生寮型シェアハウス」

● 条件：大学が一括借上、空室リスク・管理はCN
● 大学が地域と連携：コミュニティの中で学び、働く⇒生きた教育の場を提供
● コミュニティ割引で家賃１割引：団地のコミュニティ活動に参加する、URのPRをする

１）農大栄養科学科対象プラン

■老人給食インターン（実習）
・ ふきのとうの会での受け入れ

・ 団地内老人給食会の調理補助

■ふきのとう老人給食配達アル
バイト

・ 経堂、赤堤エリア（地域を知る）

２）農大造園科学科対象プラン

■ボランティア活動
・ 花壇づくり：高齢者・こどもたち

・ 団地内植物管理

■専門を生かしたアルバイト
・ 花卉・苗・種などを販売＠サロンドフレール（毎月第四日曜日）

・ ガーデニング指導

39

世田谷区での試み ＜空き家活用、シェア型の暮らし＞



G駅

空き家活用型

サービス拠点

Cあんすこ

ＵＲ空室活用

学生・高齢者

シェアハウス

Dあんすこ

Fあんすこ

戸建

戸
建

連
携

連
携

連
携

B地区

E地区

A地区

40

世田谷区での試み ＜地域包括ケア：地域資源との連携＞



西経堂団地集会室（案）を拠点に

見守り・緊急対応・生活相談

青少年センター
不登校スクール

児童館

経堂・船橋商店街

大学大学

自治会自治会

居宅・介護事業所

病 院

障がい者施設

世田谷型地域包括 拠点世田谷型地域包括ケア拠点

赤堤空き家活用
生活支援サービス起業
シェアオフィス

コミュニティネット

老人給食老人給食

日常生活
圏域

世田谷型地域包括ケアモデル（案）

近所の互助近所の互助

近所の互助近所の互助

地域の居場所地域の居場所

団地の
空室活用

シェアハウス

にすれば住み続け
られる（団地高齢
者、シングルマ
ザー、障がい者）

富裕層向け分散型
サ高住（70㎡）

41

世田谷区での試み ＜地域包括ケア：地域資源との連携＞
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ゆいま～る館ヶ丘小規模多機能ゆらリズム（八王子） ＜空き家活用事例＞

空店舗

A

シルバー
ふらっと

相談室

自治会運
営コミュニ
ティス
ペース

空店舗

B

団地の空き店舗の活用



町田プロジェクト企画 ＜大学連携型コミュニティ＞

�桜美林大学のクラブハウスのある土地を活用し、
学生向け賃貸住宅を併設した「サービス付き高齢者向け住宅」を
新設する計画。

�日本初の日本型カレッジリンク（大学連携型コミュニティ）を目指す。

サービス付き
高齢者向け住宅

学生向け
賃貸住宅

⼀般住宅

町田ヒルズハウス

大学

43
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交流施設、高齢者向け住宅、学生向け、ファミリー向け住宅など計６棟を分棟で配置。
敷地内に通路は、各建物の入口や、コミュニティレストランが顔出しし、交流の要に。
コミュニティレストラン、学生住⺠交流スペースなどで高齢者・学生・地域住⺠の交流が可能。
介護サービスや物販店舗により入居者や地域住⺠の安⼼、利便性を実現。

町田プロジェクト企画 ＜大学連携型コミュニティ＞
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町田プロジェクト企画 ＜大学連携型コミュニティ＞
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参考資料



月間介護保険
2014年5月号

47

参考資料：事業化に欠かせない要素＜介護保険に頼らない経営＞



地域拠点

賛同者 地域の住民

コミュニティファンド

想いのあるお金

事業者

想いのある人々の間に価値ある循環を育むしくみ。

想いのあるお金

住みよい地域という

付加価値

参加

参加

価値ある循環

想いのある人々による活動

「なんとか地域を良くしたい！」

48

参考資料：事業化に欠かせない要素＜コミュニティファンド＞



� 情報公開

� 経営情報の公開

� 参加型の運営

� 地域開放

� 評価制度

49

参考資料：事業化に欠かせない要素 ＜運営の質の維持＞
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参考資料：＜東京都版事業化連絡協議会＞の役割

� 事業化の推進、支援

� 事業は地元事業者が基本的に担う。

� 自治体との連携

� 事業推進にあたっての連携

� 東京都との連携

� 課題の相談、規制改革等の提案、など

� 事業の質の維持

� 事業者評価、情報公開、など

� 事業者支援

� 共同求人、人材育成、など



51＊10月設立予定

参考資料：地方創生の事業化推進のための事業化連絡協議会

生涯活躍のまち（日本版CCRC）

事業化連絡協議会*

会員事業者

まち・ひと・しごと
創生本部

日本版CCRC
構想有識者会議

事業主体

自治体

研究機関など

専門家

NPO

金融機関

教育機関

地域の事業者

地域住民

制度支援

省庁

助成

企画提案

支援

地域プロデューサー

医療機関 など

政策立案
自治体支援

課題整理
方針提示

成功事例分析
情報共有
相談対応
事業化推進
事業化支援
規制改革提案
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参考資料：地方創生の事業化推進のための事業化連絡協議会



事例紹介：全国で８つのタイプの異なる「ゆいま～る」を実現

栃木県那須町（過疎地再生・保養地型）

サービス付き高齢者向け住宅
■２０１０年１１月 第１期（１８戸）オープン

２０１２年 １月 第２期（５２戸）オープン
■総戸数：７０戸

兵庫県神戸市（駅前再開発型）

サービス付き高齢者向け住宅
■２００９年１０月 オープン
■総戸数：７５戸

東京都日野市（団地再生・ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ型）

サービス付き高齢者向け住宅
コミュニティハウス
■２０１１年１０月 オープン
■総戸数：６３戸

東京都福生市（駅前再開発型）

サービス付き高齢者向け住宅
外部特定施設入居者介護
■２０１３年３月オープン
■総戸数：４４戸

住宅型有料老人ホーム
■２０１１年１２月オープン
■総戸数：７０戸

東京都多摩市（団地再生・
商店街活性・ｻﾃﾗｲﾄ型）

サービス付き高齢者向け住宅
■２０13年３月オープン
■総戸数：５６戸

東京都多摩市
（医療連携・ﾄｰﾀﾙｹｱ拠点型）

ゆいま～る中沢

ゆいま～る高島平
東京都板橋区（団地再生・空室活用型）

サービス付き高齢者向け住宅

■２０1４年１２月オープン

■総戸数：３０戸

介護付有料老人ホーム

■２０1３年５月オープン

■総戸数：２０戸

ゆいま～る厚沢部
北海道･厚沢部町（過疎地再生型）
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美容師

理容師

そば打ち職人

参考資料：＜高齢者の雇用の創出、生きがいづくり＞ ～ゆいま～る那須～

運転手

端材でおもちゃつくり（積み木づくり）

54
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居場所を自分たちでつくる（障子貼り） 作品や地域の良品を販売

積み木の販売

お弁当づくり

参考資料：＜高齢者の雇用の創出、生きがいづくり＞ ～ゆいま～る那須～



正月のもちつき（ゆいま〜る多摩平の森）

クリスマス会（ゆいま〜る那須）

お酒を楽しむ （ゆいま〜る伊川谷）

自分たちで庭づくり（ゆいま〜る那須）

参考資料： ＜参加型の暮らし＞ ～各ゆいま～る～
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参考資料： ＜介護度の改善＞ ～ゆいま～る厚沢部～

0

1

2

3

4

5

6

7

自立 要支援１ 要支援2 要介護１ 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

2013年

0

1

2

3

4

5

6

自立 要支援１ 要支援2 要介護１ 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

2014年

1年間で平均介護度が低下。
それにより、自治体の介護保険負担が月々約50万円（年間約600万円）低下。
一人あたりに換算すると月々2.5万円。
→厚沢部町運営補助金1億円を17年で回収できる効果を生んでいる。

厚沢部町内転居者だけで考えると、８人中、５人が介護度の改善。一人あたり月々2.6万円
の効果で、それ以上の効果を生んでいる。

介護度の低下と自治体負担低下

57



� 国と町からの補助金を活用し、家賃２万円を実現

� 農林水産省（林野庁）による「森林・林業・木材産業づ
くり交付金」 約１億円

� 町からの「介護付有料老人ホーム入居者支援対策事
業に係る補助金」 約１億円

参考資料： ＜低価格家賃の実現＞ ～ゆいま～る厚沢部～

ギャラリー幼稚園との交流 コンサート

58



マスメディアでの紹介：テレビ・ラジオ（2015/1～8）

【テレビ】
・1月23日 NHK「情報まるごと」 特集「高齢者向け住まいの選び方と注意点」

（情報センター東京）
・4月15日 BSフジ「プライムニュース」 CCRC特集（ゆいま～る那須）
・4月28日 TV東京BSジャパン「日経＋１０」 CCRC特集（ゆいま～る那須）
・5月4日 TV朝日「スーパーJチャンネル」 CCRC特集（ゆいま～る那須）
・5月15日 TV朝日「モーニングバード」 サ高住特集（ゆいま～る高島平）
・5月27日 「BS-TBSまるわかり！日曜ニュース深堀」 「失敗しない田舎暮らし」

（ゆいま～る高島平）
・8月19日 NHK「あさイチ」 「終のすみかの選び方」（ゆいま～る高島平）
・8月28日 TBS「白熱ライブビビット」 「団地再生特集」（ゆいま～る高島平）

【ラジオ】
・6月30日：「TBSラジオ 森本毅郎スタンバイ！」

CCRCV先進事例（ゆいま～る那須）
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【新聞】
日経産業新聞 2月17日 （ゆいま～る高島平）
日本経済新聞 3月28日 「人口病に克つ」（ゆいま～るプロデュース町田ヒルズ）
朝日新聞GLOBE 4月5日 「空室あり・集合住宅へようこそ」（ゆいま～る多摩平の森）
東京新聞 5月27日 （ゆいま～るプロデュース町田ヒルズプロジェクト）
共同通信 7月20日配信 （移住促進センター）
共同通信 8月22日配信 「日本版CCRC特集」（ゆいま～る那須）

【月刊誌・週刊誌】
「サンデー毎日」 1月27日 「共倒れしない！介護サバイバル」（ゆいま～る高島平）
「日経ヘルスケア」 2月10日号 「住所地特例特集」（ゆいま～る高島平）
「週刊ポスト」 2月13日 「老後のお金すべて解決」（ゆいま～る中沢、ゆいま～る聖ヶ丘）
「日経アーキテクチャ」 2月10日 「つくらない地域再生」（ゆいま～る高島平）
「女性自身」 6月9日号 「死ぬまで楽しい終のすみかの探し方」特集（ゆいま～る中沢）
「週刊ポスト」 7月4日号 「日本版CCRC」特集（ゆいま～る那須）
「高齢者住宅新聞」 7月15日号 （ゆいま～るプロデュース町田ヒルズプロジェクト）
「シニアビジネスマーケット」 8月号 「都市と地方～日本創生会議の波紋」
＜連載＞
「高齢者住宅新聞」 8月12日号 （新しい住まいの形・コミュニティづくり。日本版CCRCを

考える）
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マスメディアでの紹介：新聞・雑誌（2015/1～8）
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http://c-net.jp/

検索情報の公開


